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MRI　T1強調画像では，骨シンチグラフィと同部位に

低信号域が認められた．また，1症例では約6か月後

の症状改善した時期に画像を得ることができ，画像

上でも改善が認められた．われわれが得た骨シンチ

グラフィとMRI所見を中心に大腿骨頭壊死症との違

いを含めて報告した．

19．低酸素血症の診断に肺血流シンチグラムが有用

　　であった食道癌に肝硬変を合併した1例
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　症例は58歳男性．1992年頃より肝硬変にて近医に

通院中であった．1996年3月上旬より食事時のつか

え感が出現し，食道造影の結果，食道癌を指摘さ

れ，手術目的にて当センター紹介となった．しか

し，手術適応はなく放射線治療が開始された．検査

所見では，BGAでPaCO224．3・Torr，　PaO2　60．3　Torrと

低酸素血症を認めた．胸部単純X線写真，胸部CTで

は肺野に異常所見は認めなかった．99mTc－MAA肺血

流シンチグラムを施行したところ，両側腎臓の描出

が認められ，両側肺野へのRI集積率は66．1％と低値

であった．上記所見より，癌性リンパ管症，感染，

放射性肺臓炎ではなく肺内シャントが低酸素血症の

原因と診断された．

20．心不全を呈したミトコンドリア脳筋症例の

　　BMIPP心筋シンチグラフィ

井口　信雄　　小林　秀樹　　牧　　正子

日下部きよ子　　　　　　　　（東女医大・放）

細田　瑳一　　　　　　　　　　（同・循内）

　ミトコンドリア脳筋症に心病変を合併した症例を

経験し，治療によりBMIPP心筋シンチグラフィ所見

の改善を確認したので報告する．症例は30歳男性，

労作時息切れを主訴に受診し著明な心拡大と心機能

の低下を認めた．四肢近位筋の筋力低下，眼瞼下

垂，知能低下，1度房室ブロックなどを認め，筋生検

にてragged－red　fiberなどの所見を認め，ミトコンドリ

ア脳筋症と診断した．治療としてαβプロッカー

（アーチスト）を2．5mgより開始し30　mgまで増量し

た．これにより症状の改善および心機能の著明な改

善（心プールにてEF　13％→40％）を認めた．また

BMIPP心筋シンチグラフィにおいては，治療前は広

範囲に集積の低下を認めたが，治療後はほぼ均一な

集積を認める著明な改善がみられた．BMIPP心筋シ

ンチグラフィは，ミトコンドリア脳筋症の心病変の

治療効果の判定に有用であると考えられた．

21．99mTc・tetrofosminによる心筋壁運動の研究
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　99・nTc－tetrofosmi　n心拍同期SPECTを用いた壁運動評

価を心echo所見と比較することにより，その臨床的

有用性を検討した．対象は虚血性心疾患9例・DCM

2例・正常例6例で99mTc－tetrofosminを静注し，3検

出器ガンマカメラを用いて2D同期および3D同期画

像を作成した．これらのcine表示画像での壁運動所

見は心㏄hoでの所見とよく一致していた．

22．糖尿病患者に対する胃通過試験の有用性
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　固形物の胃通過時間の遅延が疑われる糖尿病患者

の胃内容排出機能を測定するために，99mTc一スズコロ

イドで標識した卵で作ったオムレツを試験食として

胃通過試験を行った．

　検査対象は，糖尿病患者8名，正常者4名である．

試験食として，99mTc一スズコロイド（185　MBq）標識オ

ムレツ100g，ご飯165　g，漬物，ふりかけ，味噌汁

150mlを摂取後，立位正面にて腹部全体を撮像し

た．撮像は，15分間隔で1分間収集である．収集画

像の胃全体に関心領域を設定し，胃のTotal・Countを

求め，時間放射能曲線を作成し，収集開始時の胃の
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